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新春のお慶びを申し上げます。

昨年は突然の水害被害によりご苦

労された方々も多かったと思いま

す。被害に遭われたすべての皆様に心よりお見舞

い申し上げます。

当院でも床上浸水により医療器具、設備関係に

被害がありましたが診療については何とか中断す

ることなく継続することができました。

報道にもあるように最近の医療、介護の運営は

厳しい状態にあります。

熊本では全国に先駆けて20年ほど前から急性期

医療機関と民間病院との連携が進んでおり病気や

外傷の発生から治療、リハビリ、在宅医療、介護

まで切れ目のない医療の提供の向上に努めてきま

した。当法人の理念は「社会から信頼され必要と

される医療と福祉の実現を目指す」と表現してい

ます。今後も地域の皆様が安心して生活できるよ

う他の医療機関と協力しながら努力していきます。

最近の世情として力による圧力や他人への誹謗

中傷、自己中心的な思想が目立っており医療福祉

の現場で働く私たちにとって理解できない現象で

す。思いやりの心が広がる社会であることを願っ

て新年の挨拶といたします。

謹んで新年のご挨拶を申し上

げます。新年の朝礼の一幕です。

『現在、医療経営を取り巻く環

境は厳しさを増していますが、私たちは決して慌

てる必要はありません。変化の激しい時こそ原点

に立ち返り、「地域の方々から何を求められてい

るのか」を真摯に見つめ、一歩ずつ着実に歩みを

進めていきましょう。

本年は、これまで以上に「働きやすく、やりが

いのある職場づくり」に注力します。職員一人ひ

とりが心身ともに健やかで、自らの仕事に誇りを

持てることが、質の高い医療・ケアの源泉となる

からです。

そしてもう一つ、日々の運営の中に「遊び心」を

大切にしたいと考えています。困難な状況下でも、

心のゆとりと柔軟な発想を忘れず、笑顔が生まれ

るような工夫を仕組みの中に取り入れていきま

しょう。』

皆様と共に、地域に愛され、私たち自身もワク

ワクできる組織を築いていけることを楽しみにし

ています。本年もどうぞよろしくお願いいたしま

す。このようなことを胸に進めてまいりますので、

どうぞよろしくお願い申し上げます。
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令和7年8月10日夜に本県を中心に発生した記録的な集中豪雨は、井

芹川などの河川の増水と内水氾濫により建物や車への浸水被害などが

多発し、広範囲に甚大な被害をもたらしました。当法人におきまして

も外来や検査室など１階部分は広範囲に浸水被害を受けました。

翌8月11日は祝日だったこともあり、職員や清掃業者の方々の協力

により、次の日からは通常通り外来診療を行うことができましたが、

CT装置が故障し検査体制に支障をきたしました。

近隣の医療機関の皆様には多大なるご支援を賜り、誠にありがとうご

ざいました。

また、今年は熊本地震から10年という節目の年

でもあります。これらを機に、改めて防災への意識

を高めていきたいと思います。

呼吸器勉強会の様子

令和７年８月豪雨

再始動！

呼吸器リハビリテーション
当院では、令和7年6月より呼吸器疾患のリハビリテー

ションを再開しました。

呼吸器リハビリテーションは、呼吸器疾患で息苦しさなど

の障害がある人が、病気と上手につきあい自立した生活を

送ることができるように運動療法や呼吸訓練などを行いま

す。

対象となる病気は、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺癌、神

経や筋肉の病気による呼吸機能低下など多岐にわたります。

個々の状態に合わせて、息苦しさの軽減、運動耐容能（運

動できる能力）の向上、日常生活動作の改善など、一人ひ

とりに合ったリハビリテーション計画を作成し提供いたし

ます。

当院の呼吸器リハビリテーションは、医師、看護師、理

学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、ソー

シャルワーカーなど多職種で構成されたチームにより、呼

吸状態、栄養、生活環境、心理面まで含めて総合的に支援

いたします。

また、3学会合同呼吸療法認定士、呼吸ケア指導士も在

籍しており、安全で効果的なリハビリテーションを提供し

ています。

入院、外来での治療だけでなく、通院が困難な方には、

訪問リハビリテーションや通所リハビリテーションでの対

応が可能ですので、お気軽にご相談ください。
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クローズアップ！～外国人スタッフ編～

「多文化が支える私たちの職場」
近年、地域や職場で外国人スタッフと接する機会が増えております。私達の職場にも現在、14名の外

国人スタッフが在籍しております。中国・バングラデシュ・ミャンマー・ネパールといったさまざまな
国の文化を持つスタッフが活躍中です。今回はその中から正職員となったお二人を紹介します。

シャイフラさん ～青翔苑～

ソウ サンさん ～介護医療院～

好きな食べ物：鍋包肉

日本の好きなところ：自然が豊か

休日の過ごし方：ドライブ

TEL 096-354-1731（代表）

I N F O R M A T I O N

当院では、診療支援部の地域医療連携室を窓口として、入院

や退院、転院の調整、入院受入前訪問、医療・介護・福祉に関

する総合相談を行っております。

地域の方々、近隣医療機関の皆さまとの連携の輪を大切にし、

患者様が安心して治療できるように努めております。

ぜひ、お気軽にご相談ください。

Q1.日本に興味を持ったきっかけは？

Q3.留学生の後輩達にアドバイスはありますか？

学校の先生の言うことをしっかり聞いて、授業を

真面目に受けてほしいです！

Q2.仕事をしていて嬉しいことは何ですか？

利用者さんとの会話が楽しいことと、ありがとうと

言われることです。

Q1.介護の仕事を始めたきっかけは？

Q2. :日本の中華料理はどうですか？

味が少し物足りないです。

自分で本場の中国料理を作ります。

Q3.留学生の後輩達にアドバイスはありますか？

自分が一生懸命頑張ったら頑張った分だけ結果

が出るので頑張ってほしいです！

出身：バングラデシュ

趣味：サッカー

好きな選手：ネイマール

好きな食べ物：ビリヤニ

好きな場所：阿蘇

休日の過ごし方：フットサル

※立派な髭は宗教上の関係で

剃れないということです！

ホーボーロウ

出身：中国

趣味：アニメ鑑賞

好きなアニメ：ナルト

日本滞在歴：９年

世界中で高齢者の人口が増えているので、
介護の仕事に興味を持ちました。

日本にいる友達の影響で興味を持ちました。

東京の語学学校で日本語を学び、その後熊本の専

門学校で介護の勉強をしました。
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院長 千田 治道 先生

せんだメディカルクリニック

せんだ はるみち

私が本格的なリハビリテーションに
触れたのは水俣市立湯之児病院に赴任
した時です。広大な施設とスタッフ、

そしてここを起点とした幾つものリハビリテーション病
院が熊本市内にあり熊本が全国でも有数のリハビリテー
ション王国であることなど、驚きの日々でした。勤務医
でも開業医となった今でも、私たちは入り口で、その後、
基幹病院で手術そして高機能のリハビリテーション病院
へとバトンタッチされます。Rehabilisこそ私たちの使命
です。

●診療科目
整形外科・内科

●診療日・診療時間

月 火 水 木 金 土

09:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ △

14:00～18:30 ○ ○ □ 〇 ○ ×

●所在地
熊本市中央区島崎1丁目32-1

ＴＥＬ096-356-8223

せいじの156号 令和8年1月
発行●医療法人金澤会 発行人●金澤知徳
編集●青磁野リハビリテーション病院総務課
〒860-8515 熊本市西区島崎2丁目22-15
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https://www.seijino.or.jp/

●金澤会理念●
私たちは、社会から信頼され必要とされる医療と福祉の実

現を目指します
●基本方針（3本柱）●

1.医療（メディカル・ケア）
内科・整形外科・リハビリテーション医療の病院として、
質の高い医療サービスをご提供します

2.福祉（ソーシャル・ライフ・ケア）
施設内及び在宅の障害者、高齢者の生活の自立を支援する
と共に、医療・福祉に関する様々なご相談にお応えします

3.健康（ヘルス・プロモーション）
人間ドック・健康診断・企業健診を通して、地域の皆様の
健康づくりを支援します

地 域 連 携 ドクター紹介

金澤会のデータ
（令和７年度４月～９月）

病院診療情報
・外来患者延数 14,228人（1日平均95人）

・延べ入院院患者数 29,779人（1日平均163人）
・新入院 356人
・退院患者数 370人

子ども職場参観日を開催しました！

※内科は午後は診察を行っておりません。
※□は原則予約制、△は13：00までの診療です。

令和7年11月29日に当法人職員の子ども達を対象に「子
ども職場参観日」を開催しました。これは普段お父さん、
お母さんがどんな所で働いているか、またどんな仕事をし
ているのかを実際に見学し、子どもの職業観育成を図るこ
とを目的に毎年行われています。また親子のコミュニケー
ションや絆を深めてもらうことも目的の一つです。

今回は16名のお子さんが参加しました。最初は緊張して
いたものの、待ち時間にゲームを行い、その時間を通して
いつの間にか、お友達になっていました。体験では普段の
手洗いで本当にバイ菌が落ちるのか機械を使って確認しま
した。一生懸命洗ったようですがなかなか落ちずに、何度
も洗い直していました。

また、ハンディキャップ体験では歩行器や車イスなどの
福祉用具を使用して身体の不自由な方の視点を疑似体験し
ました。体験の後の食事ではお替わりを沢山してくれて、
最後の最後まで楽しんでいました。

この体験を通して少しでも医療業界に興味をもってくれ
たり、お父さん、お母さんの頑張りを分かってくれたらい
いなと思います。職場体験、本当にお疲れさまでした！
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